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と思われる.foLll-Vesselstudy(')重要性を強調 し,本

動脈癌C1)解剖学的位置関係,手術手技に/I,いて報苦しプ二

5)廷髄神柁曙腫の手術例

1-..' : ‥ .:'l:.':J:; '･:蘭11旧】 潔忠 ･申廿 ノー

延髄に原発した astrt)(･yt'-nl;1の手術例をと十'十で供

覧した.

症例は48歳の男性で,1987年3月歩行障害嘩下障害 や

噺:ILi-を主訴に来院.神経学的には注視方向†相田辰･水平

軟Fl蓋麻輝 ･右咽頭反凍恒 低 r･嘆声･右声潤 麻噂 ･舌

亡,)存 ＼の偏位 ･起立性伏血圧 ･右に倒れ_射 ､歩行障害等

を認め,延髄の右側をこ主産を有する髄内藤癌を疑ったが,

cT では異常は指摘できなかった.M沢Iの T2強調画

像では,延髄は全体が腫表しHighintemsityを望 して

いたか,Gd-I)′1'f~)A により造強さわなか-,た.椎骨動

脈写では,両側の後下小脳動脈の外側への圧排所見を認

めるのみで予紬morstaimは認められなかった.ま987

年4月生検を行った.病理組織学的診断はpil∝yticastTか

cytomaであった.手術後,局所をこ30Gyの照射を行
し㌧ 外来て経過観察 していたとこ,7,,1988年9月頃よ

り歩行障害が,11月より嘩下障害が投射こ進行し 1989

年1月になるとしばしば転倒するようになり3]3啓入院

となる.

延髄背面の腰痛の一部は,単純 CTで Low del/且油y

を望 L,造影 CT で emhanceされた.MRIでも,岡

部位は Tl強調画像で Low雨ensity,T2強調画像で,

riigllirlt(LnS直 を呈し,GLlI)′11'A により造強さ･ttl,}二.

鹿管写の所見は前回と変わらなかった.

術中モニタ-として呼吸を用いたかったが bucking

がこわく,筋弛緩剤を使用し全麻下に,eorもicospinal

E卜responseをモニ 針 -して行一雄二,鷹藤のおよそ70%

を摘出した.術直後より自発呼吸はみられたが換気は十

分でなく,術後8週間程 assistを要した.術後管理を

合持て報告 し十.
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且) 本 院 職 員 に封する B 型肝炎 ワクチ ン接種

状況と勃発の検討

冊 才 長 考小池 雅彦

広瀬 慎-一書遠藤 次彦 璃 摺蓋霜 病院)荒井 輿弘

1987年1月かiT'本牛l(川 -;fて本院職員および石渡学

牛630人 (女'521,gI110即 に対して接種 した tp-11ミ'7ケ

テンの効果について検討した,壬i臨 抗欄 捜率は,蜜就,0

が男より15-25%効率であった.陽転者の 1,2年後の

抗体価の推移は,1年で22%,2年で竣3∴鳥%が低下し,

陰性化は1年で5.魂%,2年で 旦7.0%に認めた甲ワク

チン接種後なお HBs抗体陰性老並びに低抗体価陽性老

67人に射司目の接種をした結果,陰性者の45.7%が陽

性化L,低抗体価陽性著の95.2%が10倍 醸iA,COI)

以上に上昇した,630人,1960回のワクチソ接種を通 じ

て大きな副作用はなかったが,6人 摘 .95%)に軽度

の トランスアミナ--ゼ上昇が-適性に出現した.

望)当院における H B ワ ク チ ン投 与と 自 然抗
体陽性化につ い て の 検 討

古ftr 僅明 ･こil.I)/そこ 榔 '｣
考朝日 久夫 沌=;葉蘭病院内科)

【日的】当院におけ引EHF,iLミHfミミS抗体陽性化しt二川irJ

クチン接種後の反応性について,年6回の職員 澄 斯 披 露

成績をもとに解析した.監方法】血寮由来 HB ワクチン

を各 2()/Lgを二日可接種し,血中 HlうS抗休価狛則定 し

た.当院就職時 HBs抗原陰性,HBs抗体陰性の職員

を対象に白熱 HBs抗体獲得までの期間を観察 Lた,観

察期間は就職時から ① HBs抗体盤縛時,㊨ HBs抗

体陰性最終確認隠 蜜たは ③ HB ワクチン緩穂時まで

とした,① を自然陽転例,鑑◎ を陰性例として検定し

た.【結果】トlliS拭休自然陽転例は276例中571倒 し21

%)であり,その多くは一過性陽性を示 した.看護鱒

(士)の累積50%陽性期間は8,2年であった.ワタチソ

の初回接種を253例をこ施行した,抗体獲得率は85%であ

り,その抗体価をこぼ著しい個体差を認めた.


